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測
量
と
い
え
ば
「
伊
能
忠
敬
」

を
連
想
さ
れ
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
こ
の
偉
人
は
今
か
ら

約
二
百
年
前
の
西
暦
千
八
百
年
、

五
十
五
歳
で
半
年
か
け
た
東
北
、

北
海
道
の
測
量
を
皮
切
り
に
、
そ

の
後
の
十
数
年
で
日
本
全
国
を

測
量
し
、
二
百
種
を
超
え
る
有
名

な
伊
能
図
を
世
に
出
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
伊
能
忠
敬
の
頃
と
あ
ま

り
変
わ
ら
な
い
道
具
、
コ
ン
パ
ス

と
メ
ー
ト
ル
縄
（
当
時
は
羅
針
盤

と
間
縄
）
で
測
量
を
し
て
み
ま
し

合
が
多
い
も
の
で
す
。
山
林
を
お

持
ち
の
皆
様
、
一
度
ご
自
分
の
山

を
測
っ
て
見
ま
せ
ん
か
。
広
さ
が

三
倍
く
ら
い
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
よ
。

　
そ
し
て
翌
日
は
林
道
設
計
。
パ

ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
練
習
場
の
テ
イ

ク
オ
フ
地
点
か
ら
東
向
き
の
斜

面
。
お
寺
さ
ん
の
所
有
地
な
の
で

す
が
、
ま
ば
ら
に
カ
ラ
マ
ツ
の
生

え
た
、
斜
度
三
十
度
ほ
ど
の
傾
斜

地
を
測
量
し
、
午
後
は
そ
れ
を
歩

道
に
し
て
み
ま
し
た
。
総
延
長
は

二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
近
く
に

な
っ
た
模
様
で
、
杉
村
さ
ん
が

「
道
が
こ
ん
な
に
あ
り
が
た
い
も

の
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
よ
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
と
お
り
、
帰

り
は
そ
の
造
っ
た
道
を
み
ん
な

で
楽
々
歩
い
て
戻
っ
て
き
た
の

で
し
た
。

　
道
が
で

き
る
と
山

に
入
り
や

す
く
な
り

ま
す
し
、
山

が
身
近
に

な
っ
て
く

る
は
ず
で

す
。
か
つ
て

森
林
塾
で

造
っ
た
伊

那
市
の
野

底
区
有
林

の
歩
道
は

区
民
ハ
イ

キ
ン
グ
な

ど
に
大
い

に
利
用
さ

れ
て
い
る
と
言
う
話
を
川
島
さ

ん
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
一
本
の

道
が
、
区
民
の
皆
さ
ん
を
山
に

呼
ぶ
、
こ
れ
こ
そ
道
の
道
た
る

所
以
で
す
。
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88888
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
。
日
程
説
明
と
班

分
け
。
先
生
に
よ
る
、
測
量
に

つ
い
て
の
説
明

99999
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
三
班
に
分
か
れ
小

屋
裏
で
測
量
開
始
。
今
回
は

あ
ら
か
じ
め
十
六
本
の
杭
を

打
っ
て
お
き
ま
し
た
。
同
じ

と
こ
ろ
を
反
時
計
回
り
に
一

班
は
一
番
か
ら
、
二
班
は
六

番
か
ら
三
班
は
十
一
番
か
ら

測
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
傾

斜
地
で
い
か
に
上
手
に
三
脚

を
立
て
る
か
が
早
く
測
る
コ

ツ
で
、
等
高
線
上
に
二
本
刺

し
、
残
り
の
一
本
を
山
側
で

回
転
さ
せ
て
調
整
す
る
と
割

り
に
楽
に
レ
ベ
ル
が
と
れ
ま

す
1111111111
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
早
く
終
わ
っ
た
後

藤
班
は
デ
ー
タ
整
理
に
は
い

る
1212121212
時時時時時
　
昼
食
。
塾
で
打
っ
た
ナ

メ
コ
と
ヒ
ラ
タ
ケ
の
ほ
だ
木

か
ら
き
の
こ
が
顔
を
出
し
て

い
た
。
島
﨑
先
生
が
そ
れ
で

味
噌
汁
を
作
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
ご
ち
そ
う
様
で
し
た

11111
時時時時時
　
デ
ー
タ
を
整
理
し
製
図

開
始
。
鉛
筆
は
で
き
る
だ
け

細
く
削
っ
て
。
三
班
図
形
が

閉
じ
ず
、
二
度
に
わ
た
っ
て

再
測
。
磁
針
を
フ
リ
ー
に
し

な
か
っ
た
の
か
、
目
盛
り
の

読
み
違
え
か
。
誤
差
修
正
と

三
角
形
に
分
け
て
面
積
計
算

た
。
島
﨑
先
生
が
よ
く
言
わ
れ
る

「
山
は
『
お
お
よ
そ
』
で
い
い
ん

だ
」 

と
い
う
の
は
測
量
に
は
あ
て

は
ま
り
に
く
く
、
一
周
測
っ
て
み

て
、
ま
っ
た
く
閉
じ
る
気
配
が
な

か
っ
た
ら
や
は
り
や
り
直
し
は

免
れ
ま
せ
ん
。
二
回
測
り
な
お
し

を
し
た
班
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最

後
は
何
と
か
三
百
分
の
一
以
内

の
誤
差
に
お
さ
ま
っ
た
よ
う
で

す
。

　
法
務
局
（
登
記
所
）
に
あ
る
公

図
は
山
林
の
場
合
、
一
般
的
に
は

少
な
め
に
登
記
さ
れ
て
い
る
場

ウーン!!なんだか変な格好だ

　赤ではなくて黒い針を読む

測量三態。みんな真剣
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デ
ー
タ
を
借
り
て
パ
ソ
コ

ン
で
面
積
計
算
し
た
ら

12460

㎡
、
併
合
誤
差
一/

1124

で
し
た
。
素
晴
ら
し
い

!!
川
島
班
は1

2
4
5
9

㎡
、

一/205

こ
れ
も
ま
あ
ま
あ
。

早
川
班
は
内
緒

1717171717
日日日日日
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日日日日日
）））））　　　　　

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
山
小
屋
に
集

合
。
日
程
説
明
。
島
﨑
先
生

に
よ
る
、
林
道
設
計
の
説

明
。
車
に
分
乗
し
て
山
荘
ミ

ル
ク
上
の
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
練
習
場
テ
イ
ク
オ
フ

地
点
横
の
常
円
寺
有
林
へ
。

途
中
林
道
下
に
熊
が
い
て
、

こ
ん
な
人
里
近
い
と
こ
ろ
に

と
み
ん
な
び
っ
く
り
。
神
保

さ
ん
の
鈴
と
江
上
さ
ん
の
大

声
に
期

待
が
か

か
る
。や

は
り
山

に
は
餌

33333
時時時時時
　
等
高
線
の
入
れ
方
の
説

明
44444
時時時時時
　
面
積
計
算
と
等
高
線
、

で
き
れ
ば
家
で
計
算
し
て
く

だ
さ
い
。
解
散
。
後
藤
班
の

が
少
な
い
の
か
。

　
　
三
班
に
分
か
れ
て
10
％
勾

配
（5.7

度
）
で
10
ｍ
ご
と
の

測
点
で
測
量
。
横
断
と
方
位

も
と
る
。
後
藤
さ
ん
、
川
島
さ

ん
が
刈
払
い
を
済
ま
せ
て
く

れ
て
あ
っ
た
が
、
三
十
度
近

い
傾
斜
で
レ
ベ
ル
が
と
り
に

く
い

1111111111
時時時時時
3030303030
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川
島
班
デ
ー
タ
採

り
が
早
く
、
製
図
に
か
か
っ

て
い
る

1212121212
時時時時時
　
他
の
班
も
終
わ
り
、
鳩

吹
山
頂
上
へ
向
か
い
そ
こ
で

お
弁
当
と
き
の
こ
捜
し
。
小

黒
川
キ
ャ
ン
プ
場
で
今
日
は

「
行
者
そ
ば
祭
り
」。
田
中
さ

ん
チ
ー
ム
は
蕎
麦
目
当
て
に

そ
ち
ら
へ
向
か
う

　
　
鳩
吹
山
頂
か
ら
は
伊
那
市

街
地
が
一
望

11111
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
お
弁
当
終
わ
っ
て

山
頂
下
の
車
止
め
の
戻
る
と

蕎
麦
チ
ー
ム
が
い
た
。
付
近

が
大
渋
滞
で
蕎
麦
に
あ
り
つ

け
な
か
っ
た
と
の
こ
と
、
残

念
で
し
た
。
山
頂
の
き
の
こ

も
キ
シ
メ
ジ
と
ハ
ナ
イ
グ
チ

が
わ
ず
か
、
こ
ち
ら
も
残
念

22222
時時時時時
　
現
場
に
戻
り
、
製
図
を

終
わ
ら
せ
、
測
っ
た
と
こ
ろ

を
歩
道
に
す
る
作
業
開
始
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各
班
70
〜
80
ｍ

の
歩
道
を
完
成
さ
せ
た
。
総

延
長
は
二
百
五
十
ｍ
近
い
。

先
生
の
あ
い
さ
つ
、
解
散

参
加
者
／
江
上
さ
ん
、
角
田
さ

ん
、
梶
永
さ
ん
、
小
名
川
さ

ん
、
佐
々
木
さ
ん
、
笹
原
さ

ん
、
神
保
さ
ん
、
杉
村
さ
ん
、

田
中
さ
ん
、
服
部
さ
ん
、
平
さ

ん
、
堀
さ
ん
、
増
井
さ
ん
、
湯

沢
さ
ん
、
大
河
内
さ
ん
、
園
田

さ
ん
、
長
坂
さ
ん

講
師
／
島
﨑
先
生

ス
タ
ッ
フ
／
後
藤
、
川
島
、
坂
野
、

早
川
　

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
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の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

集
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コ
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コ
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集
中
コ
ー
ス
秋
の
部

10
月
29
日
（
金
）
〜
31
日
（
日
）

　
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
の
エ
キ
ス
を

詰
め
た
三
日
間
で
す
。
森
林
調
査

（
測
樹
）
か
ら
伐
倒
、
集
材
ま
で
一

通
り
や
っ
て
見
ま
し
ょ
う
。
お
ま

け
は
ぶ
り
縄
で
の
木
登
り
。

　
七
人
の
方
の
参
加
で
す
。
天
気

が
よ
け
れ
ば
い
い
の
で
す
が
。
初

日
が
先
生
方
の
担
当
で
す
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炭
焼
き
と
復
習

　
炭
焼
き
と
復
習

　
炭
焼
き
と
復
習

　
炭
焼
き
と
復
習

　
炭
焼
き
と
復
習

　
11
月
27
・
28
日
（
土
、
日
）

　　
移
動
式
簡
易
炭
化
炉
と

ド
ラ
ム
カ
ン
と
で
炭
焼
き

に
挑
戦
。
火
を
つ
け
た
後

は
伐
倒
な
ど
の
復
習
。
そ

し
て
夕
方
か
ら
は
ち
ょ
っ

と
早
い
け
ど
忘
年
会
、
ど

な
た
か
是
非
幹
事
さ
ん
を
。

　
翌
日
は
炭
出
し
を
し
た

後
、
伐
倒
チ
ー
ム
、
保
科
山

林
見
学
チ
ー
ム
、
他
に
分

か
れ
て
。
先
生
方
の
担
当

は
初
日
で
す
。

Ｈ
16
年
3
／
31
　
農
林
業
に
夢

を
抱
き
、
三
十
六
歳
で
環
境

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
希
望
退

社
。

4
／
1
　
全
国
新
規
就
農
相
談

セ
ン
タ
ー
に
て
相
談
員
と
面

談
。
有
機
農
業
、
循
環
農
法
に

興
味
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
た

と
こ
ろ
、「
有
機
は
難
し
す
ぎ

る
。
露
地
野
菜
の
農
業
生
産

法
人
に
就
職
せ
よ
。」
と
言
わ

れ
た
。

4
／
6
〜
４
／
9
　
日
本
農
業

実
践
学
園
で
野
菜
コ
ー
ス
を

短
期
体
験
。
朝
礼
で
は
国
旗

掲
揚
と
君
が
代
斉
唱
。
食
事

が
お
い
し
い
。
夜
は
体
育
館

で
サ
ッ
カ
ー
。
海
外
青
年
協

力
隊
の
説
明
に
参
加
。

4
／
24
　
林
野
庁
主
催
の
林
業

見
学
。
山
梨
県
北
都
留
森
林

組
合
作
業
員
指
導
下
で
手
ノ

コ
を
用
い
た
間
伐
を
体
験
。

4
／
30
　
長
野
県
の
就
農
相
談

会
に
参
加
。
新
規
就
農
希
望

者
の
た
め
の
里
親
研
修
制
度

リリリリリレレレレレーーーーー通通通通通信信信信信
希望退社発、希望退社発、希望退社発、希望退社発、希望退社発、
森林塾経由、森林塾経由、森林塾経由、森林塾経由、森林塾経由、
有機農業研修中有機農業研修中有機農業研修中有機農業研修中有機農業研修中

   中村　岳史

後藤班、併合誤差1/1124、素晴らしい

5 人並んで歩道作り

もう 10 センチ上と言われても

斜面での水平、垂直が割と難しい

草の上で図面書き。平面、縦断、横断図
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の
説
明
を
受
け
た
。

5
／
18
〜
5
／
21
　
飯
田
市
実

施
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

を
活
用
し
川
手
洋
造
さ
ん
宅

で
農
業
（
果
樹
と
平
飼
養
鶏
）

体
験
。

5
／
22
・
23
　
群
馬
県
で
林
業

（
植
樹
）
体
験
。
指
導
の
林
業

家
・
小
森
谷
さ
ん
曰
く
、「
森

林
づ
く
り
に
真
剣
に
取
組
ん

で
い
る
森
林
組
合
は
全
体
の

2
％
。
単
な
る
作
業
人
夫
に

な
る
の
が
嫌
な
ら
ば
、
Ｋ
Ｏ

Ａ
森
林
塾
で
二
年
間
勉
強
し

た
な
ら
山
造
り
に
真
剣
な
就

業
先
を
紹
介
し
て
も
い
い
。」

と
言
わ
れ
た
。
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林

塾
通
年
コ
ー
ス
を
受
講
し
よ

う
と
考
え
た
が
、
無
職
ゆ
え

の
不
安
か
ら
ま
ず
は
夏
期
集

中
コ
ー
ス
へ
の
参
加
を
決
め

た
。

5
／
29
・
30
　
山
梨
県
北
都
留

森
林
組
合
主
催
の
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
を
使
っ
た
間
伐
体
験
。

直
径
は
十
五
セ
ン
チ
未
満
の

ヒ
ノ
キ
を
数
本
伐
倒
。

6
／
5
　
新
農
業
人
フ
ェ
ア
（
農

業
生
産
法
人
の
合
同
説
明
会
）

に
参
加
。「
会
社
組
織
で
や
る

農
業
っ
て
つ
ま
ら
な
そ
う

…
。」
と
感
じ
た
。

6
／
6
〜
6
／
11
　
6
／
12
に

開
催
の
和
歌
山
県
森
林
組
合

合
同
説
明
会
参
加
の
つ
い
で

に
那
智
勝
浦
町
で
農
業
体
験
。

こ
の
頃
は
「
林
業
を
仕
事
に

し
よ
う
」
と
考
え
て
い
た
が
、

知
人
の｢

も
う
少
し
農
業
体
験

が
必
要
で
は
？｣

と
の
助
言
に

従
っ
た
。
そ
こ
は
色
川
郷
と

い
う
多
数
の
Ｉ
タ
ー
ン
者
が

有
機
農
業
を
し
て
暮
ら
し
て

い
る
、
鹿･

猪･
猿
が
頻
繁
に

出
没
す
る
山
間
地
の
村
落

だ
っ
た
。
有
機
農
家
を
見
た

の
は
初
め
て
だ
っ
た
。
六
日

間
で
十
軒
の
農
家
の
手
伝
い

を
体
験
し
た
。｢

難
し
い｣

有
機

農
業
を
実
践
し
て
い
る
人
が

大
勢
い
る
こ
と
に
驚
き
を
覚

え
た
。
彼
ら
は
皆
、
独
特
の
お

だ
や
か
な
雰
囲
気
を
持
っ
て

い
た
。
大
部
分
の
家
庭
で
は

生
活
に
薪
炭

を
取
り
入
れ

て
い
た
。
彼

ら
の
よ
う
に

な
り
た
い
と

感
じ
た
。
有

機
農
業
を
し

な
が
ら
堆

肥
、
薪
炭
、

そ
の
他
農
業

資
材
の
入
手

先
と
し
て
森

林
と
関
わ
り
た
い
と
思
っ
た
。

6
／
12
　
和
歌
山
県
森
林
組
合

合
同
説
明
会
。
山
間
地
で
の

有
機
農
業
と
言
う
考
え
方
が

頭
の
中
を
支
配
し
、
面
接
に

身
が
入
ら
ず
。
後
日
、
不
採
用

通
知
が
届
く
。

6
／
23
〜
7
／
3
　
前
日
の
千

代
在
住
、
川
手
さ
ん
よ
り
援

農
の
依
頼
。「
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
イ
で
知
り
合
っ
た
人
に

援
農
を
頼
む
の
は
初
め
て
」

と
い
わ
れ
、
少
し
嬉
し
か
っ

た
。
山
間
地
で
自
給
的
有
機

農
業
を
営
む
小
椋
啓
司
さ
ん

を
紹
介
さ
れ
た
。

7
／
4
〜
7
／
10
　
阿
南
町
和

合
の
小
椋
さ
ん
宅
に
逗
留
。

穀
物
、
野
菜
、
卵
、
み
そ
、
し
ょ

う
油
、
酒
か
ら
家
ま
で
た
く

さ
ん
手
作
り
。

7
／
11
　
群
馬
県
に
て
川
修
羅

見
学
会
に
参
加
。

7
／
13
・
14
　
奥
多
摩
体
験
の

森
で
原
島
幹
典
さ
ん
の
林
業

教
室
に
参
加
。
カ
マ
の
刃
砥

ぎ
、
下
刈
、
ハ
チ
・
毒
蛇
対
策
、

混
交
林
造
り
の
講
義
と
実
習
。

7
／
30
〜
8
／
1
　
Ｋ
Ｏ
Ａ
森

林
塾
集
中
講
座
を
受
講
。
予

想
以
上
の
実
践
性
、
レ
ベ
ル

の
高
さ
を
実
感
。
今
度
は
通

年
コ
ー
ス
に
参
加
し
た
い
。

8
／
2
〜
8
／
5
　
再
度
和
合

の
小
椋
さ
ん
宅
を
訪
問
。
車

を
借
り
て
付
近
の
農
地
等
を

探
索
。

8
／
7
〜
8
／
10
　
就
農
前
に

一
年
間
の
有
機
農
業
研
修
を

受
け
よ
う
と
思
い
、
研
修
地

候
補
と
し
て
ま
ず
有
機
農
業

の
メ
ッ
カ
、
埼
玉
県
小
川
町

の
田
下
農
場
で
短
期
農
体
験
。

8
／
13
〜
8
／
22
　
有
機
農
業

の
夏
期
講
習
『
愛
農
大
学
講

座
』
を
三
重
県
青
山
町
に
て

受
講
。

8
／
23
〜
8
／
27
　
研
修
地
候

補
、
広
島
県
の
坂
本
農
場
訪

問
。

8
／
28
・
29
　
有
機
農
業
研
究

会
主
催
の
『
足
柄
農
の
会
』
見

学
。
有
機
農
業
で
生
き
て
い

く
上
で
の
共
同
体
の
重
要
性

を
感
じ
た
。

9
／
5
、
9
／
11
、
9
／
17
　
研

修
地
候
補
、
千
葉
県
成
田
市

の
『
小
泉
循
環
農
場
』
訪
問
。

研
修
地
は
こ
こ
に
し
た
。

9
／
14
・
15
　
原
島
さ
ん
の
林

業
教
室
。
ナ
タ
の
刃
砥
ぎ
、
皮

む
き
ベ
ラ
製
作
、
葉
枯
ら
し

間
伐
、
皮
む
き
等
。

10
／
1
〜
　
小
泉
循
環
農
場
に

て
一
年
間
の
研
修
が
始
ま
り

ま
し
た
。
一
年
後
に
就
農
（
で

き
る
と
い
い
な
）
の
予
定
で

す
。
目
標
の
一
つ
と
し
て
は

薪
炭
を
生
活
に
取
り
入
れ
化

石
燃
料
は
な
る
べ
く
使
わ
な

い
こ
と
。
堆
肥
原
料
は
山
か

ら
。
そ
の
た
め
に
も
山
の
技

術
を
身
に
つ
け
た
い
。
機
会

を
作
っ
て
今
度
は
必
ず
通
年

コ
ー
ス
を
受
講
し
に
行
き
た

い
で
す
。

■
昔
描
い
た
夢

　
サ
ハ
ラ
砂
漠
を
大
森
林
地
帯

に
し
た
い
。
そ
ん
な
大
そ
れ
た

夢
を
持
ち
始
め
た
の
は
中
学
の

頃
。
最
初
は
た
だ
「
ロ
マ
ン
を
感

じ
る
」
の
が
動
機
の
よ
う
な
も

の
で
し
た
が
…
。

　
そ
れ
が
高
校
の
時
に
「
再
生

可
能
な
資
源
で
あ
る
森
林
を
最

大
限
有
効
に
使
う
事
が
、
鉱
物

資
源
の
枯
渇
や
ゴ
ミ
問
題
の
特

効
薬
だ
。
そ
れ
な
ら
人
間
の
住

ん
で
な
い
サ
ハ
ラ
砂
漠
を
大
々

的
に
緑
化
し
て
、
そ
の
林
産
物

を
全
世
界
で
共
有
す
れ
ば
い
い

ん
だ
。」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
た
め
の
植
林
の
技
術
や
生

態
学
を
学
ぶ
つ
も
り
で
林
学
科

に
進
み
ま
し
た
。

■
技
術
と
科
学
の
狭
間

　
大
学
で
、
砂
漠
地
帯
の
0
か

ら
の
緑
化
は
か
え
っ
て
他
の
地

域
の
気
候
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
知
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
、「
人
間
が
、
頭

A
A

で
考
え
て
環
境
問
題
を
技
術
で

解
決
し
よ
う
と
す
る
と
、
か
え
っ

て
想
定
し
て
な
か
っ
た
別
の
大

き
な
問
題
が
生
じ
る
」
と
い
う
戒

め
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
月
刊
科
学
雑
誌Newton

を

愛
読
し
て
い
た
科
学
少
年
と
し

て
は
、
バ
ラ
色
の
二
十
一
世
紀
に

暗
い
雲
が
さ
し
て
き
た
感
じ
で

す
。 

逆
に
、
昔
の
人
が
経
験
則
と

し
て
知
っ
て
い
た
こ
と
が
、
現
在

の
科
学
に
よ
り
自
然
界
の
法
則

に
の
っ
と
っ
た
も
の
と
し
て
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
く
ケ
ー
ス
を

多
々
聞
く
に
つ
れ
、
自
然
の
力
を

最
大
限
に
生
か
す
と
こ
ろ
に
人

類
が
生
き
延
び
て
い
け
る
光
を

見
出
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
よ
う
な
知
識
の
積
み

上
げ
に
自
分
も
貢
献
し
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
、
研
究
者
を
志

し
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　■
転
機

　
木
陰
が
と
て
も
貴
重
な
暑
い

サ
ヘ
ル
地
域
や
氷
点
下
二
十
度

に
も
な
る
カ
ナ
ダ
の
針
葉
樹
林

で
の
観
測
を
す
る
う
ち
に
、
社
会

に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
研
究
成

果
に
は
、
一
生
を
掛
け
て
も
辿
り

着
け
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
限
界
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
去
年
の
暮
れ
、

偶
然
の
出
会
い
か
ら
特
定
非
営

利
活
動
法
人
（
い
わ
ゆ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
）「
森
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
常
勤
職
員
募
集
の
報
を
知
っ

た
の
で
す
。
こ
の
会
が
目
標
と
し

リリリリリレレレレレーーーーー通通通通通信信信信信
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◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

　
十
月
も
半
ば
に
な
り
、
こ
こ
伊

那
谷
で
も
紅
葉
の
時
期
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
木
々
も
色
付
き
始

め
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
八
月

位
か
ら
カ
ラ
マ
ツ
に
は
異
変
が

起
き
て
い
ま
し
た
。
気
付
い
た
方

も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
遠

景
に
み
る
と
カ
ラ
マ
ツ
の
箇
所

だ
け
茶
色
く
染
ま
っ
て
見
え
る

の
で
す
。
紅
葉
に
は
早
い
の
で
何

事
か
と
不
思
議
に
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
保
科
先
生
に
よ
る
と
カ

ラ
マ
ツ
ア
カ
ハ
バ
チ
の
食
害
に

よ
る
影
響
で
は
な
い
か
と
の
事
。

す
ぐ
に
木
を
枯
ら
し
て
し
ま
う

ほ
ど
の
力
は
な
い
よ
う
で
一
安

心
。
梅
雨
に
ほ
と
ん
ど
雨
が
降
ら

な
か
っ
た
影
響
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
う
い
う
よ
う
に
、
一
面
の
カ

ラ
マ
ツ
林
が
食
害
に
あ
っ
て
い

る
の
を
見
る
と
、
一
斉
造
林
さ
れ

た
単
相
林
の
も
ろ
さ
が
気
に
な

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　[

Ｋ]

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　
本
当
に
今
年
は
台
風
の
当
た

り
年
で
十
月
の
九
日
に
近
く
を

通
っ
た
は
ず
な
の
に
ま
た
昨
晩

（
二
十
日
）
も
長
野
県
を
通
っ
て

い
き
ま
し
た
。
山
に
食
べ
物
が
な

く
な
っ
て
い
よ
い
よ
熊
た
ち
も

里
に
下
り
ず
に
い
ら
れ
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

て
掲
げ
て
い
る
「
森
と
と
も
に
暮

ら
す
社
会
の
実
現
」
と
い
う
言
葉

を
目
に
し
て
僕
は
、「
こ
こ
で

や
っ
て
行
く
ん
だ
！
」
と
確
信
し

た
の
で
し
た
。
書
類
を
出
し
た
だ

け
で
、
ま
だ
二
次
審
査
の
面
接
ま

で
漕
ぎ
着
け
る
か
ど
う
か
も
明

ら
か
で
な
い
段
階
で
さ
え
…
。
何

し
ろ
、
何
年
間
も
頭
の
片
隅
に
追

い
や
ら
れ
て
い
た
高
校
の
頃
の

自
分
の
考
え
（「
森
林
を
有
効
利

用
し
た
い
」）
が
呼
び
覚
ま
さ
れ

た
の
で
す
か
ら
。

■
森
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

 

幸
い
、
確
信
は
現
実
と
な
り
こ

の
四
月
か
ら
毎
日
御
茶
ノ
水
の

オ
フ
ィ
ス
へ
出
勤
し
て
ま
す
。
当

会
は
、
山
仕
事
に
関
す
る
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ひ
と
つ
で

す
。
そ
の
よ
う
な
団
体
は
全
国
で

千
を
越
え
ま
す
が
、
当
会
の
特
徴

と
し
て
、
他
の
森
林
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
支

援
を
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　
一
つ
の
任
意
団
体
で
は
な
か

な
か
手
が
出
せ
な
い
こ
と
を
、
各

地
の
団
体
や
全
国
に
散
ら
ば
っ

て
い
る
理
事
さ
ん
な
ど
の
力
も

借
り
て
進
め
て
行
く
の
で
す
。
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

www.moridukuri.jp/

）
な
ど

に
譲
り
ま
す
が
、
今
準
備
を
進
め

て
い
る
「
技
術
習
得
制
度
」
で
は
、

島
崎
先
生
に
も
発
起
人
に
な
っ

て
頂
い
て
い
ま
す
。

■
森
と
と
も
に
暮
ら
す
社
会
っ

て
？

　
た
だ
、
今
の
仕
事
は
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
活
発
に
す
る

こ
と
に
は
寄
与
で
き
て
も
、「
森

と
と
も
に
暮
ら
す
」
新
た
な
社
会

の
姿
（
シ
ス
テ
ム
や
制
度
な
ど
）

へ
と
導
く
具
体
像
を
、
明
瞭
に
は

示
せ
て
は
い
ま
せ
ん
。
で
も
、
も

う
一
方
で
必
要
な
、
目
に
見
え
な

い
部
分
。
つ
ま
り
人
々
の
価
値
観

や
世
界
観
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
て
い
る
の
か
は
、
僕
の
中
に
一

つ
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
人
類
が
も
う
一
度
、
自
然

か
ら
学
ぶ

姿
勢
を
取

り
戻
し
て

い
る
だ
ろ

う
と
い
う

こ
と
で
す
。

■
森
か
ら

学
ぶ
個
性

の
尊
重

　
地
球
上

に
は
様
々

な
気
候
風

土
が
あ
る
中
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

の
場
所
に
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の

生
態
系
が
成
立
し
て
い
る
。
そ
の

よ
う
に
多
種
多
様
な
生
態
系
が

存
在
し
得
る
の
は
、
生
態
系
の
構

成
種
の
違
い
も
あ
れ
ど
、
同
じ
種

で
も
環
境
に
よ
っ
て
異
な
る
役

割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
面
も

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
生
態
系
と
は
、
構

A
A

成
員
の
独
自
の
役
割
（
個
性
）
が

A
A

A

活
か
さ
れ
る
こ
と
で
、
系
全
体
が

上
手
く
回
っ
て
い
る
状
態
に
あ

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
系
の
中
に
居
る
夫
々
の

種
は
、
系
に
お
け
る
自
分
の
役
割

を
自
覚
し
て
生
き
て
い
る
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の
に
ま

る
で
、「
お
互
い
の
存
在
が
相
手

を
生
か
し
、
ひ
る
が
え
っ
て
自
分

を
生
か
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
循
環
が
成
り
立
っ
て
い
る
」
と

解
か
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
自

分
の
領
分
を
わ
き
ま
え
、
循
環
の

バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
こ
と
な
く
生

き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
う
点
に
我
々
人
間
は

学
ぶ
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
　
す
な
わ
ち
、
人
間
社
会
の

A
A

中
で
自
分
の
役
割
が
見
出
せ
て

A
A

な
い
人
だ
っ
て
、
全
体
の
中
で
何

か
し
ら
活
か
さ
れ
て
い
る
筈
な

の
だ
か
ら
、
系
全
体
の
関
係
性
の

全
て
を
見
通
す
こ
と
は
で
き
な

い
人
類
に
は
他
人
を
否
定
す
る

権
利
は
な
い
こ
と
を
。
ま
た
、
自

分
の
個
性
を
発
揮
で
き
て
る
人

を
妨
害
す
る
の
は
「
全
体
」
に

と
っ
て
、
そ
し
て
巡
り
巡
っ
て
自

分
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
に
な
る

だ
ろ
う
こ
と
を
。

■
自
然
の
叡
智
が
活
か
さ
れ
た

社
会
へ

　
一
人
一
人
が
こ
の
よ
う
に
考

え
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
人
間
界

も
自
然
界
と
同
じ
よ
う
に
、
い
ろ

ん
な
価
値
観
や
個
性
を
許
容
で

き
る
よ
う
な
懐
の
深
さ
を
持
て

て
、
皆
が
幸
せ
に
生
き
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
　
そ

う
し
て
企
業
や
団
体
は
「
横
並

び
」
意
識
を
脱
却
し
、
個
人
は
人

の
評
価
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
情
報
の

波
や
流
行
に
流
さ
れ
ず
、
自
分
自

身
で
判
断
し
な
が
ら
生
き
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
そ
ん
な
気
が
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

何
で
も
お
役
所
に
責
任
を
転
嫁

し
て
し
ま
う
こ
と
も
、
企
業
が
東

京
に
一
極
集
中
す
る
こ
と
も
、
不

必
要
な
消
費
を
す
る
こ
と
も
無

く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

　
だ
か
ら
、
森
に
関
わ
り
、
自
然

の
叡
智
を
感
じ
て
貰
え
る
人
が

一
人
ず
つ
で
も
増
え
続
け
る
こ

と
が
、「
森
と
と
も
に
暮
ら
す
社

会
」
に
向
け
て
の
着
実
な
一
歩
だ

と
思
っ
て
、
日
々
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

　「
自
然
の
叡
智
」
と
言
え
ば
、
愛

知
県
で
来
年
開
催
さ
れ
る
万
博

で
す
ね
。
結
局
、
相
も
変
わ
ら
な

い
「
ち
ょ
っ
と
先
行
く
技
術
の
博

覧
会
」
に
な
り
そ
う
な
様
相
を
呈

し
て
い
る
の
が
残
念
で
す
。
森
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
は
、
森

と
の
関
わ
り
が
薄
い
一
般
の
人

に
も
「
森
に
行
っ
て
見
よ
う
」
と

思
っ
て
貰
え
る
よ
う
な
企
画
を

目
指
し
て
、
出
展
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
ご
支
援
ご
期
待
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
一
塾
生
と
し
て

　
な
ん
だ
か
大
上
段
に
構
え
た

事
を
書
い
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

こ
ん
な
こ
と
を
書
け
る
の
も
、
塾

の
み
ん
な
に
安
心
し
て
い
る
か

ら
で
す
。
い
ろ
ん
な
職
業
の
人

が
、
自
分
な
り
に
森
と
の
関
わ
り

方
を
考
え
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

中
に
は
「
森
と
と
も
に
暮
ら
す
社

会
」
を
自
給
自
足
と
い
う
形
で
実

践
し
よ
う
と
い
う
人
も
居
て
（
僕

に
は
、
ま
だ
そ
こ
へ
踏
み
出
す
勇

気
が
あ
り
ま
せ
ん
が
…
）、
同
志

を
得
た
思
い
で
い
ま
す
。
こ
の
出

会
い
を
与
え
て
く
れ
た
Ｋ
Ｏ
Ａ

森
林
塾
に
感
謝
し
ま
す
。

同僚の見つけたマツタケ、写真だけくれました


